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白山商事株式会社
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1　当社の概要

事　業　者　名：

所    在    地：

環境管理責任者

2　環境活動組織図

部署責任者

運用責任者

社長

事務局

環境委員会

2016年度

1,270

21

連    絡    先：

事  業  内  容：

事業規模

2014年度 2015年度

1,207

22

1,193

23

事業年度

売上高（百万円）

従　業　員　数

延床面積（m2）

・本社
・物流ｾﾝﾀｰ

385

164
225

21
22

19
・物流ｾﾝﾀｰ 2

20・本社

http://www.hakusanshoji.co.jp/


① 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの最高責任者

② 環境方針の決定

③ 環境管理ﾏﾆｭｱﾙの承認

④ 環境管理責任者の任命

⑤ 環境委員会の委員を任命

⑥ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの評価と見直し

① 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの確立、運用、維持及び改善

② 環境管理ﾏﾆｭｱﾙの審議

③ 「環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ」及び「環境への取組の自己ﾁｪｯｸ」ﾘｽﾄ作成

④ 環境活動ﾚﾎﾟｰﾄ作成

⑤ 「環境活動計画表」の承認

⑥ 環境目標達成状況の承認及び不適合扱いの決定

⑦ 教育訓練計画及び結果の承認

⑧ 内部監査計画及び監査結果の承認　

⑨ 内部監査員の任命

⑩ 環境経営ｼｽﾃﾑの評価用資料の作成と社長への報告　

⑪ 手順書の承認

部署責任者 ① 部署内への環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ活動の周知

① 目的・目標の達成手段の立案

② 目的・目標の周知と徹底

③ 環境活動計画の作成

④ 四半期ごとの達成状況について環境管理責任者に報告

⑤ 教育訓練の実施と報告

⑥ 不適合の是正処置についての立案・実施・報告

① 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑに関する基本計画の策定

② 環境管理ﾏﾆｭｱﾙの制定・改訂の審議

③ 環境負荷の特定

④ 環境目標の設定

⑤ 環境活動計画表の審議

⑥ 環境目標の達成状況についての審議

⑦ 教育訓練計画の審議と教育担当者の決定

⑧ 環境活動ﾚﾎﾟｰﾄの審議

⑨ 内部監査報告書の審議

⑩ 運用責任者の決定

⑪ 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ見直し評価の社長指示を受け、具体策の審議

① 環境文書及び環境記録の保存

② 公開すべき環境文書及び環境記録のHAKUSAN-NET（社内用Web）への掲載

③ 環境委員会議事録の作成・保管

① 内部監査を実施し、結果を的確に評価し、環境管理責任者に報告

② 監査事項のための被監査対象への必要な資料提供及び説明の請求

構成員 ① 環境に関する業務の実行

内部監査員

事務局

3　環境活動の責任と権限

社長

環境管理

責任者

運用責任者
（共通）

環境委員会



本社 22,200 19,013 117%

物流ｾﾝﾀ 3,200 2,947 109%

電気使用量　kwh／年 25,400 21,960 116%

二酸化炭素　kg-CO₂／年 12,700 10,980 116%

本社 98.0 97.0 101%

物流ｾﾝﾀ 50.0 45.8 109%

可燃ごみ　kg／年 148.0 142.8 104%

本社 14.4 13.8 104%

物流ｾﾝﾀ 20.0 15.0 133%

不燃ごみ　kg／年 34.4 28.8 119%

水使用量 水使用量　m³/年 15.0 11.0 136%

ｸﾞﾘｰﾝ購入 事務用消耗品購入額比　% 70.5 74.6 106%

環境商品の販促 環境配慮型商品販売　千円 50,000 43,720 87%

ｺﾋﾟｰ用紙使用量　kg／年 231 211 109%

段ﾎﾞｰﾙ使用量　kg/年 299 252 119%

※1）達成率＝目標／実績

【目標設定の根拠】

【実績】

4-1　目標達成状況（2016年度）

4　環境目標及び達成

目 標 実 績 達成率

　は、目標を達成した。

・環境に優しい商品の販売販売促進は、昨年度に引き続き2016年度も販売が振るわず目標未達だった。

項　　　　目

紙使用量削減

二酸化炭素
排　出　量

・二酸化炭素排出量（電気使用量）、廃棄物排出量（可燃ごみ、不燃ごみ）、水使用量、及びｸﾞﾘｰﾝ購入比率

　使用量と共に目標を達成した。

　は、本社分に限り前年度比128％で策定した（移転後に新事務所でｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞしたﾃﾞｰﾀに基づいた）。

・廃棄物排出量については、前年度に実績が従来より増加したものの、原因が事務所移転時の引越しによる

・二酸化炭素排出量は、前年度に本社事務所移転を行った後「移転後初めての通年目標」となった。目標値

・紙の使用量は、昨年度ｺﾋﾟｰ用紙使用量が目標未達だったが2016年度は目標値を下回ることが出来、段ﾎﾞｰﾙ

・その他の項目（水使用量、ｸﾞﾘｰﾝ購入、環境配慮商品販売促進、紙使用量）は、従来の目標ﾚﾍﾞﾙを維持した。

　ものであったため、2016年度目標値は従来と同じﾚﾍﾞﾙで策定を行った。

※2）二酸化炭素・実排出係数は「2016.8 東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ報告：”0.50（ｔ-CO2/kWh）”」を使用

廃　棄　物
排　出　量



計画 実績 達成率 計画 実績 達成率 計画 実績 達成率

本社 20,000 18,088 111% 20,700 18,199 114% 22,200 19,013 117%

物流ｾﾝﾀ 3,970 2,916 136% 3,200 3,112 103% 3,200 2,947 109%

電気使用量　kwh／年 23,970 21,004 114% 23,900 21,311 112% 25,400 21,960 116%

二酸化炭素　kg-CO₂／年 11,985 10,502 114% 11,950 10,656 112% 12,700 10,980 116%

本社 98.0 98.0 100% 130.0 128.5 101% 98.0 97.0 101%

物流ｾﾝﾀ 50.0 43.0 116% 50.0 39.4 127% 50.0 45.8 109%

可燃ごみ　kg／年 148.0 141.0 105% 180.0 167.9 107% 148.0 142.8 104%

本社 15.0 13.1 115% 17.7 17.4 102% 14.4 13.8 104%

物流ｾﾝﾀ 25.0 21.4 117% 25.0 11.6 216% 20.0 15.0 133%

不燃ごみ　kg／年 40.0 34.5 116% 42.7 29.0 147% 34.4 28.8 119%

水使用量 水使用量　m³/年 15.0 12.0 125% 15.0 12.0 125% 15.0 11.0 136%

ｸﾞﾘｰﾝ購入 事務用消耗品購入額比　% 70.0 74.4 94% 70.5 81.1 115% 70.5 74.6 106%

環境商品の販促
環境配慮型商品販売　千円
（2014年度は％）

6.0 3.8 63% 49,000 46,437 95% 50,000 43,720 87%

ｺﾋﾟｰ用紙使用量　kg／年 212.0 209.6 101% 212 252 84% 231 211 109%

段ﾎﾞｰﾙ使用量　kg/年 313.0 181.6 172% 306 286 107% 299 252 119%

※1）二酸化炭素・実排出係数は「2016.8 東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ報告：”0.50（ｔ-CO2/kWh）”」を使用

※2）環境商品は、2014年度以前は販売額ではなく「売上比率（対全社販売額）⇒％」にて目標／実績を管理

二酸化炭素
排　出　量

廃　棄　物
排　出　量

紙使用量削減

4-2　直近3年間達成状況の推移（2014～2016年度）

項　　　　目
2014年度 2015年度 今年度（2016年度）



本社 19,013 20,000 20,000 20,000

物流ｾﾝﾀ 2,947 3,200 3,200 3,200

電気使用量　kwh／年 21,960 23,200 23,200 23,200

二酸化炭素　kg-CO₂／年 10,980 11,600 11,600 11,600

本社 97.0 98.0 98.0 98.0

物流ｾﾝﾀ 45.8 50.0 50.0 50.0

可燃ごみ　kg／年 142.8 148.0 148.0 148.0

本社 13.8 14.4 14.4 14.4

物流ｾﾝﾀ 15.0 20.0 20.0 20.0

不燃ごみ　kg／年 28.8 34.4 34.4 34.4

水使用量 水使用量　m³/年 11.0 15.0 15.0 15.0

ｸﾞﾘｰﾝ購入 事務用消耗品購入額比　% 74.6 71.0 71.5 72.0

環境商品の販促 環境配慮型商品販売　千円 43,720 51,000 52,000 53,000

ｺﾋﾟｰ用紙使用量　kg／年 211 231 231 231

段ﾎﾞｰﾙ使用量　kg/年 252 293 287 281

二酸化炭素
排　出　量

廃　棄　物
排　出　量

紙使用量削減

4-3　中期目標値（2017年度～2019年度）

項　　　　目 今年度実績 2017年度 2018年度 2019年度

①　　二酸化炭素排出量⇒電気使用量は、本社事務所移転後の通年のﾃﾞｰﾀを昨年度取得できたため、その結果に基

　　　づき策定した（本社）。

②　　廃棄物排出量は、昨年度実績をﾍﾞｰｽに策定した。

④　　グリーン購入は、昨年度立案の中期目標（毎年0.5%ｱｯﾌﾟ）を維持した。

⑤　　環境に優しい商品の販売促進は、目標未達が続いているものの積極的な活動となる重要ﾃｰﾏのため、昨年度

　　　立案した中期目標（毎年100万円づつｱｯﾌﾟ）を維持とした。

⑥-1　紙使用量削減・ｺﾋﾟｰ用紙は、目標値維持とした。

⑥-2　紙使用量削減・段ﾎﾞｰﾙは、前年度目標（6kgづつ削減）維持で策定した。

③　　水使用量は、15.0ｍ3の維持継続とした。



達成のための活動計画

ｴｱｺﾝ設定温度：冷房時28℃、暖房時19℃を基本とする

冷房使用は、原則就業時間内とする

昼休み時間、照明消灯の励行

OA機器未使用時電源OFF励行（本社）

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの実施

残業時、電気機器の使用はこまめに個別ON／OFF

分別確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙの随時実施

分別ﾙｰﾙの厳守・徹底

飲料缶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの社内排出禁止

分別確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙの随時実施

分別ﾙｰﾙの厳守・徹底

梱包材料の再利用化

分別確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙの随時実施

分別ﾙｰﾙの厳守・徹底

水使用量削減 水使用量の削減 節水意識の徹底

ｸﾞﾘｰﾝ購入 ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進 ｸﾞﾘｰﾝ対象品かどうか事前確認し手配

HPの積極的活用

環境商品販売品目を増やす

社内伝達書類のﾒｰﾙ化の徹底

試し印刷時の裏紙使用の徹底

期限切れ保管書類の再利用の徹底

　　※A4・A3を対象に管理

段ﾎﾞｰﾙ箱の再利用

簡易包装の徹底

毎月使用量を公表し、使用量を意識する

商品にあった箱かどうかを確認しあう

段ﾎﾞｰﾙ箱使用量の削減

紙使用量削減

5　2016年度実施した環境目標達成のための活動

目　　　　　的

電気使用量の削減
二酸化炭素
排出量削減

可燃ごみ排出量の削減

不燃ごみ排出量の削減

資源ごみ
指定分別処理の徹底

廃棄物
排出量削減

環境商品の販売促進

ｺﾋﾟｰ用紙使用量の削減

環境に優しい
商品の販売



【1】二酸化炭素排出量の削減　⇒　電気使用量の削減

本社事務所移転後、新ﾋﾞﾙでの年間実績は上記の通りだった。夏季ｴｱｺﾝ使用時は予測通りだった
が、冬季のｴｱｺﾝ使用期間中の電気量は目標を大きく下回った。新ﾋﾞﾙは冬暖かい建物による結果
と分析する（⇒2017年度はこの結果に基づき目標値を設定した）。ｾﾝﾀｰは建物環境に変化なく
ても目標を達成しており、節電意識が徹底されていると判断する。

本社、ｾﾝﾀ共に目標値を達成した。分別（ｺﾋﾟｰ用紙、段ﾎﾞｰﾙ再利用等）意識が浸透していると判断する。

【2-1】廃棄物排出量の削減　⇒　可燃ごみ排出量の削減

2016年度実績

6　2016年度　環境活動の取組結果と評価

2016年度目標 2016年度実績

達成率　117 ％ 達成率　109 ％

1,474 kg-CO2

2016年度目標 2016年度実績

11,100 kg-CO2

22,200 kWh 19,013 kWh 3,200 kWh 2,947 Wh

1,600 kg-CO29,507 kg-CO2

6-1　目標達成の結果と評価

2016年度目標

97 kg 45.8 kg50 kg

達成率　101 ％

【評価】

達成率　109 ％

【評価】

2016年度目標 2016年度実績

98 kg

0

1,000

2,000

3,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月

1
0月

1
1月

1
2月 1月 2月 3月

本社 電気使用量 目標

実績

0

100

200

300

400

4月 5月 6月 7月 8月 9月

1
0月

1
1月

1
2月 1月 2月 3月

物流ｾﾝﾀ 電気使用量 目標

実績

0.0kg

2.0kg

4.0kg

6.0kg

4月 5月 6月 7月 8月 9月

1
0月

1
1月

1
2月 1月 2月 3月

物流ｾﾝﾀ 可燃ごみ排出量 目標
実績

0.0kg

5.0kg

10.0kg

4月 5月 6月 7月 8月 9月

1
0月

1
1月

1
2月 1月 2月 3月

本社 可燃ごみ排出量 目標

実績



【2-2】廃棄物排出量の削減　⇒　不燃ごみ排出量の削減

20 kg 15.0 kg

本社、ｾﾝﾀ共に目標値を達成した。分別（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、飲料缶の社内排出禁止）が徹底され、排出量が抑え
られたと判断する。

【3】水使用量の削減

11 ｍ3

【評価】

【2-3】廃棄物排出量の削減　⇒　資源ごみ指定物100％回収

全社でﾙｰﾙが守られ、指定資源ごみは100％の回収（再利用化含む）を達成した。

14.4 kg

達成率　133 ％

2016年度目標

達成率　104 ％

2016年度実績

13.8 kg

2016年度目標 2016年度実績

【評価】

15 ｍ3

2016年度目標 2016年度実績

達成率　136 ％

意識向上、節水方法定着により、目標を達成した。

【評価】
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【4】ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

【5】環境に優しい商品の販売促進

【評価】

【6-1】省資源紙使用量の削減　⇒　ｺﾋﾟｰ用紙使用量の削減

【評価】

【評価】

2016年度実績

70.5　％ 74.6　％

ｸﾞﾘｰﾝ以外の事務用品を購入せざるを得ない時もあり、月々ﾊﾞﾗﾊﾞﾗの結果だったが、ﾄｰﾀﾙでは目標値を達
成した。日常的にｸﾞﾘｰﾝ対象かどうかの確認を行う等、着実な積み上げが必要となっている。

販売不振により目標未達となった。第4四半期で新規に対象とした商品を売上げて積み上げたものの達成
には至らなかった。2017年度以降も、対象商材の品目増に努める必要がある。

2016年度目標

達成率　106 ％

2016年度目標

2016年度実績

50,000千円 43,720千円

達成率　87 ％

年度中盤に目標値を超えてしまったが、後半に「裏紙印刷」の徹底を図り年間目標を達成させた。

2016年度目標 2016年度実績

231　kg 211　kg

達成率　109 ％
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【出荷用ﾄﾗｯｸからの二酸化炭素排出量削減】
運送委託業者への指導事項は昨年同様実施した、今後も引き続き監視を行う。

運送委託業者のトラックの【窒素酸化物および粒子状物質（NOX）のPM基準】

遵守されていることを確認した。今後も引き続き監視を行う。

【6-2】省資源紙使用量の削減　⇒　段ﾎﾞｰﾙ使用量の削減

使用済み段ﾎﾞｰﾙの効率的な再利用、簡易包装（紙製袋）の活用を徹底し、年間目標を達成した。

2016年度目標 2016年度実績

299　kg 252　kg

達成率　119 ％

【評価】

6-2　その他の取組状況
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達成のための活動計画

基本的なｴｱｺﾝ設定温度：冷房時28℃、暖房時19℃とする

ｴｱｺﾝの使用は、原則就業時間内とする

昼休み時間、照明消灯の励行

OA機器未使用時電源OFF励行（本社）

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの実施

残業時、電気機器の使用はこまめに個別ON／OFF

分別確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙの随時実施

分別ﾙｰﾙの厳守・徹底

飲料缶、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの社内排出禁止

分別確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙの随時実施

分別ﾙｰﾙの厳守・徹底

梱包材料の再利用化

分別確認ﾊﾟﾄﾛｰﾙの随時実施

分別ﾙｰﾙの厳守・徹底

水使用量削減 水使用量の削減 節水意識の徹底

事務用消耗品（ｸﾞﾘｰﾝ購入対象品）のﾘｽﾄ化

ｸﾞﾘｰﾝ対象品があるかどうかの事前確認の実施

HPの積極的活用

環境商品販売品目を増やす

全員による積極的PRの実施

社内伝達書類のﾒｰﾙ化の徹底

試し印刷時の裏紙使用の徹底

期限切れ保管書類の再利用の徹底

　　※A4・A3を対象に管理

段ﾎﾞｰﾙ箱の再利用

簡易包装の徹底

毎月使用量を公表し、使用量を意識する

商品ｻｲｽﾞに合わせた包装

7　2017年度実施する環境目標達成のための活動

目　　　　　的

二酸化炭素
排出量削減

電気使用量の削減

廃棄物
排出量削減

可燃ごみ排出量の削減

不燃ごみ排出量の削減

資源ごみ
指定分別処理の徹底

ｸﾞﾘｰﾝ購入 ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進

環境に優しい
商品の販売

環境商品の販売促進

ｺﾋﾟｰ用紙使用量の削減

紙使用量削減

段ﾎﾞｰﾙ箱使用量の削減



遵守状況
（確認済：○）

○

○

○

○

○

○

○

○

・当社の環境関連法規の遵守状況を確認した結果、遵守しております。

8　関連法規への違反の有無

関係機関からの違反等の指摘はなかった。

9　訴訟等の有無

法令法規等名称

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法（PCB廃棄物特措法）

品川区廃棄物の処理および再利用に関する条例

豊島区廃棄物の発生抑制、再利用による減量及び適正処理に関する条例

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律

特定家庭用機器再商品化法

消防法

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例

　総合的に見て今期は目標を達成することが出来ました。しかし目標に掲げました環境に
優しい商品の販売は目標を若干下回りました。今後は新たな商品を加えて目標達成に向け
て活動してまいります。
　当社は平成２８年度登録１０年継続の表彰状をいただきました。今後もエコアクション
２１の活動を通して微力ながら社会に貢献してまいります。

10　代表者による全体評価と見直し結果、及び今後の活動方針

平成２９年３月
代表取締役社長　山本 廣明



弊社の環境活動ﾚﾎﾟｰﾄをご覧いただきましてありがとうございます。
環境ﾚﾎﾟｰﾄにも報告しておりますように、弊社では「環境に優しい商品」の販売に努めてお
ります。その対象としております商品について、以下に紹介させて頂きます。

　　　

　　

　　

　　　　

近年電器業界や自動車業界では、銅価格上昇以外でも「製品重量の軽量化≒省ｴﾈ」を目的
として銅電線のｱﾙﾐ化を促進させる動きがあります。しかしｱﾙﾐ電線の接続には大きな課題
（電解腐食、酸化被膜、強度低下、応力緩和）があり実用化阻害の大きな要因となってい
ます。弊社では、これらの課題を解決するｱﾙﾐ電線用の接続端子技術を販売しております。

②　ｱﾙﾐ電線用接続端子

ｵﾚﾝｼﾞﾎﾞｯｸｽは、特別措置法で規制されています「PCB（Poly Chlorinated Biphenyl＝ﾎﾟﾘ塩
化ﾋﾞﾌｪﾆｰﾙ）廃棄物」を安全に保管する堅固な容器です（PCB保管箱）。

①　ｵﾚﾝｼﾞﾎﾞｯｸｽ（PCB保管箱）

　

　



① ｵﾚﾝｼﾞﾎﾞｯｸｽ（佐藤、石橋）

② ｱﾙﾐ電線用接続端子（賀川、森）

③ ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ溶接機（坂本、八代）

【お電話でのお問合せ先】　　　　03-5958-9411　（平日8:30～17:30）

土・日・祝・時間外はWEBﾌｫｰﾑからお問合せ下さい。

http://www.hakusanshoji.co.jp/info/info.html

③　ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ溶接機

ﾋﾞﾙの鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造とは、引張に強い鉄筋と圧縮に強いｺﾝｸﾘｰﾄを組合せたものですが、帯
筋を溶接構造の閉鎖型にすることで耐震性を更に高めることが出来ます。近年ﾋﾞﾙの高層化
に伴い鉄筋には高強度材が多く採用されるようになってきました。
弊社の溶接機は、複合溶接工程（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ溶接）方式を採用することで、高強度材鉄筋を
高性能（強い接合強度）、高信頼性（安定した品質）、そして経済的（短時間）に溶接す
ることが出来る装置です。

http://www.hakusanshoji.co.jp/info/info.html
http://www.hakusanshoji.co.jp/info/info.html
http://www.hakusanshoji.co.jp/info/info.html
http://www.hakusanshoji.co.jp/info/info.html


消費電力
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

目標 250kwh 195kwh 230kwh 290kwh 268kwh 290kwh 265kwh 265kwh 270kwh 300kwh 302kwh 275kwh 3200kwh
実績 248.0 190.0 227.0 245.0 237.0 264.0 271.0 238.0 260.0 211kwh 300kwh 256kwh 2947kwh

段ボール使用量
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

目標 23.0kg 20.0kg 22.0kg 24.0kg 28.0kg 25.0kg 24.0kg 26.0kg 21.0kg 27.0kg 30.0kg 29.0kg 299.0kg
実績 16.79 13.64 8.66 23.21 18.46 22.23 22.00 25.31 16.55 26.66 29.91 28.45 251.9kg

節水
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

目標 1.0 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 15.0
実績 0.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 0.0 1.0 1.0 1.0 11.0

可燃ごみ
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

目標 4.2kg 3.8kg 4.1kg 4.1kg 3.7kg 4.1kg 4.1kg 4.1kg 5.5kg 3.9kg 4.1kg 4.3kg 50.0kg
実績 3.90 3.60 3.80 3.70 3.40 3.90 3.70 3.90 4.80 3.50 4.00 3.60 45.8kg

不燃ごみ
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

目標 1.7kg 1.6kg 1.7kg 1.7kg 1.5kg 1.7kg 1.6kg 1.7kg 2.0kg 1.5kg 1.7kg 1.6kg 20.0kg
実績 0.80 1.20 0.90 1.00 1.10 1.50 1.20 1.40 2.00 1.00 1.60 1.30 15.0kg

資源ゴミ
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

目標 0回 ０回 ０回 ０回 ０回 ０回 ０回 ０回 ０回 ０回 0回 ０回 ０回
実績 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% ０回
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消費電力
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 1500ｋｗｈ 1500ｋｗｈ 1700ｋｗｈ 2100ｋｗｈ 2500ｋｗｈ 2100ｋｗｈ 2100ｋｗｈ 1700ｋｗｈ 1700ｋｗｈ 1700ｋｗｈ 1800ｋｗｈ 1800ｋｗｈ 22,200kWh
実績 1,474kWh 1,556kWh 1,848kWh 2,272kWh 2,348kWh 1,980kWh 1755kwh 1146kwh 1153ｋｗｈ 1,161kWh 1,090kWh 1230ｋｗｈ 19,013kWh

コピー用紙
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 5,000 5,000 5,000 5,000 3,000 4,000 4,000 4,000 5,000 4,000 4,000 5,000 53,000
実績 4,000 4,500 5,200 5,000 4,250 5,050 5,050 5,000 4,500 2,000 2,000 5,500 52,050

環境配慮型商品販売 42,550
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 3,500 3,500 4,000 4,000 4,000 4,200 4,300 4,400 4,500 4,500 4,600 4,500 50,000
実績 1,922 1,764 2,373 1,434 1,182 2,224 4,554 2,585 1,502 2,734 10,575 10,871 43,720

不燃ごみ
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 2.20kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 2.20kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 14.40kg
実績 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 1.00kg 2.00kg 1.80kg 1.00kg 13.80kg

事務用品グリーン購入率
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5% 70.5%
実績 46.3% 47.1% 15.2% 80.9% 79.2% 74.6% 92.6% 90.4% 80.3% 25.6% 55.7% 97.1% 74.6%

可燃ごみ排出量 87%
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 8.00kg 8.00kg 8.00kg 8.00kg 8.00kg 8.00kg 8.00kg 8.00kg 9.00kg 9.00kg 8.00kg 8.00kg 98.00kg
実績 8.00kg 7.00kg 8.00kg 7.00kg 9.00kg 8.00kg 8.00kg 8.00kg 9.00kg 9.00kg 8.00kg 8.00kg 97.00kg

資源ゴミ
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

目標 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回
実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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